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序     文 
 

ウガンダ共和国（以下、ウガンダ）では、1997 年から進められてきた初等教育無償化政策によ

る初等教育修了者の増加により、修了者の進学先の 1 つである商業・技術・職業教育訓練（Business, 
Technical Vocational Education and Training：BTVET）セクターの機能強化及び教員・指導員の能力

強化の必要性が高まっています。同セクターでは、職業全般を包括する職業資格制度の導入によ

り、効果的な教育・訓練を行うための取り組みが進められており、同職業資格制度の枠組みに準

拠した指導員が必要となっている一方、同国の指導員の多くは十分な技術を有していない状況に

あります。 
ウガンダの首都カンパラにあるナカワ職業訓練校は、過去に実施された日本の協力を通じて質

の高い訓練を提供できる中核的訓練校としてのキャパシティを確立しています。また同校は、2004
年から 2006 年に独立行政法人国際協力機構（JICA）が実施した技術協力プロジェクト（ウガン

ダ職業訓練指導員研修プロジェクト）での第三国からの研修員の受入機関としての経験を通じて、

ウガンダ国内及び東アフリカ周辺国へ貢献可能な能力を備えています。このような背景から、ナ

カワ職業訓練校を活用して、新しい資格制度の下で適切な訓練を行うことができる指導員を養成

するとともに、職業訓練施設で働く管理者のマネジメント能力の向上を図ることを目的としたプ

ロジェクトがウガンダ政府より日本国政府に要請されました。 
これを受け、JICA は 2006 年 4 月から 8 月にかけて、ドイツ技術協力公社と合同で職業訓練指

導員養成にかかるニーズ調査やワークショップを実施し、またウガンダにおける今後の指導員訓

練の方向性について検討するとともに、具体的な協力内容に関する協議を行いました。その結果、

「ウガンダ職業訓練指導員養成プロジェクト」が 2007 年 6 月から 2010 年 8 月までの 3 年 3 カ月

の計画で開始されました。 
今般、プロジェクトの協力期間が残り半年となったことを受け、ウガンダ政府や関係機関とプ

ロジェクトの活動の進捗及び成果を確認するとともに、協力終了に向けて必要な取り組みに関す

る協議を行いました。本報告書は、その評価調査結果をまとめたもので、今後のプロジェクトの

実施にあたって活用されることを願うものです。 
本プロジェクトにご協力いただいた関係者の方々に深く感謝申し上げるとともに、引き続き本

プロジェクトへの一層のご支援をお願いする次第です。 
 
平成 22 年 3 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
人間開発部長 萱島 信子 
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終了時評価調査結果要約表 
 

１．案件の概要 

国名：ウガンダ共和国 案件名：職業訓練指導員養成プロジェクト 

分野：職業訓練 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：人間開発部 高等教育・社会保障グ

ループ 高等・技術教育課 
協力金額（評価時点）：2.6 億円 

先方関係機関：ナカワ職業訓練校、 
教育・スポーツ省（MoES） 

 
協力期間 
 

2007 年 6 月 1 日～2010 年 8 月 31 日

日本側協力機関：厚生労働省、 
独立行政法人雇用・能力開発機構 

１－１ 協力の背景と概要 
ウガンダ共和国（以下、ウガンダ）は、「教育セクター戦略計画（2004～2015）」において、

初等教育以降の教育（ポストプライマリー教育）における教員・指導員の能力強化の重要性を

強調している。これは、1997 年に導入された初等教育無償化政策の下で、今後、初等教育の修

了者が大幅に増加し、商業・技術・職業教育訓練（Business, Technical Vocational Education and 
Training：BTVET）機関を含む、ポストプライマリー教育機関に進む生徒が拡大することが予測

されるためである。 
しかしながら、ウガンダの BTVET セクターでは、指導員の多くが十分な技術を有していない

状況にある。そのため、現在導入が進められているウガンダ職業資格制度（Uganda Vocational 
Qualification Framework：UVQF）の包括的枠組みの下、新しい指導員・管理者資格を導入し、

適切な訓練により指導員や管理者の能力向上を図り、BTVET セクター全体の質の向上を図る協

力の実施が検討されることになった。 
ウガンダの首都カンパラにあるナカワ職業訓練校は、わが国の長年にわたる技術協力や無償

資金協力の成果等により、後期中等教育レベルの訓練校として国内及び東アフリカ地域周辺国

へ貢献可能なキャパシティを確立している。かかる状況下、ウガンダ政府は、ナカワ職業訓練

校を活用した指導員・管理者養成の協力をわが国に要請した。 
プロジェクトは、ナカワ職業訓練校を拠点に、ウガンダ国内の職業訓練指導員向けの資格〔職

業訓練指導資格（Certificate in Vocational Training Instruction：CVTI1）、及び職業訓練指導ディプ

ロマ（Diploma in Vocational Training Instruction：DVTI2）〕、並びに職業訓練施設管理者向けの資

格〔訓練機関管理ディプロマ（Diploma in Training Institution Management：DTIM）〕という UVQF
の枠組みに準拠した新しい資格のコンセプトの構築と、各資格に対応する訓練システム（CVTI
訓練、DVTI 訓練、DTIM 訓練）3の構築に取り組んでいる。 
 
１－２ 協力内容 

本プロジェクトは、ウガンダの中核的訓練校であるナカワ職業訓練校を活用し、ウガンダ国

内の指導員の知識・技術力の向上と職業訓練校の管理者のマネジメント能力の向上に資する指

導員・管理者訓練システムの構築を目的に実施されている。 
 

                                                        
1 一般指導員向けの資格。プロジェクトでは、電気、電子、金属加工、自動車の４分野の資格コンセプト案を作成した。 
2 CVIT 訓練の講師となるシニア指導員（マスタートレーナー）向けの資格。CVTI と同じ４分野を対象としている。 
3 本報告書においては、CVTI 訓練及び DVTI 訓練を「指導員訓練」、DTIM 訓練を「管理者訓練」とも記す。 
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（１）上位目標 
ウガンダ国内の職業訓練校が、知識・技術の両面において、より質の高い指導員・管理

者を擁する。 
 
（２）プロジェクト目標 

ナカワ職業訓練校における指導員・管理者訓練システムの基盤が構築される。 
 
（３）成果 

成果 1：新たな資格制度のコンセプトが構築される。 
成果 2：指導員訓練サイクルが確立する。 
成果 3：管理者訓練サイクルが確立する。 

 
（４）投入（評価時点） 

日本側：総投入額 2.6 億円 
長期専門家派遣 3 名 機材供与        0.4 億円 
短期専門家派遣 12 名 ローカルコスト負担   0.3 億円 
研修員受入 17 名 

相手国側： 
カウンターパート（C/P）配置 41 名 土地・施設提供 

２．評価調査団の概要 

調査者 総括     小西 伸幸   JICA 人間開発部 高等教育・社会保障グループ 
高等・技術教育課長 
職業訓練   木山 弘章   独立行政法人雇用・能力開発機構 
企画部企画課国際協力係長 
協力企画   井田 いづみ  JICA 人間開発部 高等教育・社会保障グループ 

高等・技術教育課 
評価分析   三谷 絹子   アイ・シー・ネット株式会社 コンサルタント 

調査期間  2010 年 1 月 30 日～2010 年 2 月 14 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 
（１）成果の達成度 

１）成果 1「新たな資格制度のコンセプトが構築される」 
成果 1 はおおむね達成されている。 
新資格に関するニーズ調査結果を踏まえ、UVQF に基づく新資格（CVTI、DVTI、DTIM）

のコンセプト案をプロジェクトにて作成した。同コンセプトの提案書は、教育・スポー

ツ省（Ministry of Education and Sports：MoES）に受理され検討が行われている。一方、

新資格が資格制度として確立されるためには MoES による認定が必要なことから、資格

の認定状況については引き続きフォローの必要がある。 
２）成果 2「指導員訓練サイクルが確立する」 

成果 2 はおおむね達成されている。 
CVTI 訓練、DVTI 訓練ともに、訓練に必要なカリキュラムや教材が作成され、計画・

実施・評価のサイクルを経て訓練サイクルが構築されつつある。DVTI 訓練は、現在第 1
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回訓練を実施中のため、現段階では満足度調査は行われていないが、CVTI 訓練について

は、第 2 回訓練が終了した時点で満足度調査が行われ、満足度は平均で 98.5％と高い評

価を得ている。プロジェクト実施期間中の CVTI 訓練修了者は 100 名程度とみられ、指

標の 85 名を超える修了生が輩出する見込みである。 
３）成果 3「管理者訓練サイクルが確立する」 

成果 3 は部分的に達成されている。 
DTIM 訓練は、本邦研修を通じて養成されたマスタートレーナー4 名が中心となり、現

在第 1 回訓練を実施中である。カリキュラムや教材は試行錯誤を経て完成しているが、

今後実施される訓練評価や満足度調査を経て、内容の改善が図られる予定である。現在

実施中の DTIM 訓練の参加者 24 名が訓練を修了すれば、指標に設定されている目標修了

人数の 12 名はプロジェクト終了後に達成される見込みである。 
 
（２）プロジェクト目標の達成度 

指導員・管理者訓練は順調に実施回数を重ねており、実施ごとの評価を通じて、見直し・

改善の努力も行われ、訓練システムの構築が図られている。各訓練の合格率は、DVTI 及び

DTIM 訓練については今後明らかとなるが、少なくとも CVTI 訓練に関しては、合格率は

80％以上となっており、受講者のレベルに即した内容の訓練が実施されていると判断でき

る。また、CVTI 訓練の満足度調査結果や、今次調査のインタビューを通じた評価を考慮し

ても、質を伴った訓練が実施されていると判断できる。 
このことから、「ナカワ職業訓練校における指導員・管理者訓練システムの基盤が構築さ

れる」というプロジェクト目標は達成される見込みが高いと判断する。 
 
３－２ 評価結果の要約 
（１）妥当性：高い 

ウガンダ教育セクター戦略計画（Education Sector Strategic Plan：ESSP 2004-2015）におい

て、経済成長を担う人材を育成するための職業訓練の重要性が強調されているほか、初等

教育後の受け皿の 1 つとなる BTVET の実施体制・訓練内容強化の必要性が高まっており、

ウガンダの開発戦略・教育政策と合致している。また、成長著しいウガンダの産業界にお

いてスキルを有する技術者が必要とされており、職業訓練校の訓練の質の向上は、ウガン

ダの産業ニーズとも合致している。 
 
（２）有効性：高い 

各資格のコンセプト案はプロジェクトにより作成され、プロジェクト専門家とカウンタ

ーパート（Counterpart：C/P）の協働により各訓練サイクルの構築も進んでいる。また、満

足度調査において訓練関係者が訓練内容を高く評価しており、受講後のパフォーマンス評

価においても訓練効果が確認されていることから、指導員・管理者訓練システムの構築と

いうプロジェクト目標は達成される可能性が高く、有効性は高いと判断できる。 
 
（３）効率性：やや高い 

ウガンダ側より適切な C/P が配置されたほか、本邦研修の実施を通じてウガンダ側のプ

ロジェクトに対するコミットメントがより一層高まり、円滑なプロジェクト運営につなが

っている。本邦調達機材の現地到着及び管理者マスタートレーナー養成の本邦研修実施の

タイミングが遅れたことで、指導員・管理者訓練の実施が後ろ倒しになったものの、長期
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専門家（職業訓練アドバイザー）の投入を通じ、プロジェクト活動の大幅な遅延は回避さ

れている。 
以上から、日本側・ウガンダ側ともに投入はおおむね効果的に行われていると判断でき

る。 
 
（４）インパクト 

ナカワ職業訓練校以外での CVTI 訓練の実施に関しては、現在のジンジャ職業訓練校が

候補校となっている。同校ではアフリカ開発銀行（African Development Bank：AfDB）の支

援により校舎の修復・増築工事が開始されているほか、同校での CVTI 訓練の実施に向け

MoES による予算申請も行われており、2012 年以降には CVTI 訓練が開始される見込みが

高い。順調に訓練が開始されれば、本プロジェクトの上位目標の達成見込みは高まる。 
また、現在、 AfDB 、ドイツ技術協力公社（ Deutsche Gesellschaft fur Technische 

Zusammenarbeit：GTZ）、世界銀行等がウガンダの BTVET 分野への支援を実施または実施

を検討しており、ドナー協調が効果的に行われれば、プロジェクト成果が活用され、正の

インパクト発現が期待できる。 
 
（５）自立発展性 

以下の理由から、本プロジェクトの自立発展性は高いと判断する。ただし、ウガンダ側

によって財政と人材面で十分な支援が担保されることが必要となる。 
・ナカワ職業訓練校は、高い技術力や主体性を備えており、プロジェクト終了後も移転

された技術や知識を維持・活用していくだけの実力を備えている。 
・ 同校では機材の維持管理体制がしっかりと構築されており、保有する訓練機材の維

持・管理も適切に行われていくものと見込みまれる。 
・ナカワ職業訓練校における指導員・管理者訓練の継続実施のための体制強化の予算措

置申請がウガンダ政府内で行われており、予算が承認されれば同校の実施体制の強化

が見込まれる。 
・プロジェクトに対する中央政府レベルでのコミットメントは高く、上述のナカワ職業

訓練校に対する予算措置以外に、ジンジャ職業訓練校に対する予算措置も実施するな

ど、プロジェクト成果を普及させる意識が高い。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 
（１）計画内容に関すること 

本プロジェクトで対象とされた訓練分野は、ウガンダでの指導員訓練ニーズ調査に基づ

き選定されている。技術移転項目が適切に選択されたことで、限られた投入で、より高い

訓練効果を得ることが可能となった。 
 
（２）実施プロセスに関すること 

過去のウガンダとわが国の協力関係の蓄積もあり、C/P とプロジェクト専門家との間に

信頼関係が構築されていることが、プロジェクトの円滑な実施につながっている。また、

長年の協力を通じて、ナカワ職業訓練校が人材面及び施設・機材面において高い訓練実施

能力を備えていることも、効果発現に寄与している。 
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３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
（１）計画内容に関すること 

訓練に必要な機材の本邦調達に時間がかかり、現地到着が遅れたことや、管理者マスタ

ートレーナーの本邦研修の実施に調整を要した結果、プロジェクト活動に遅延が生じた。

活動の遅延に対しては、専門家の追加派遣による対応を行った。 
 
（２）実施プロセスに関すること 

本プロジェクトを通じて指導員・管理者訓練システムの基礎は構築される見込みである

一方で、指導員・管理者資格の確立（MoES による認定）が進んでいない。自立発展性の

観点からも、プロジェクトで実施する訓練と資格認定が乖離しないようウガンダ政府内で

の認定手続きの動向を注視していく必要がある。 
 
３－５ 結論 

日本側の投入の遅れにより、プロジェクト活動に一部遅延が生じたものの、C/P とプロジェ

クト専門家の尽力により、改訂された活動計画（Plan of Operations：PO）に基づき順調に活動

が実施されている。全体としては、プロジェクトの活動を通じて、訓練サイクルの基盤はナカ

ワ職業訓練校において着実に構築されつつあり、プロジェクト期間中に目標をおおむね達成す

ると結論づけることができる。 
指導員・管理者訓練の UVQF 上での位置づけが明確化され、また、ナカワ職業訓練校等に対

し必要な予算措置が取られれば自立発展性はより高まる。 
 
３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 
（１）指導員・管理者訓練の質の向上のための取り組みの継続 

計画･実施・評価の訓練サイクルを重ね、訓練の恒常的改善に取り組むことが望ましい。

特に DVTI 訓練と DTIM 訓練は、プロジェクト期間中の実施が 1 回のみとなることから、

先行する CVTI 訓練での経験を生かした取り組みが望まれる。 
 
（２）指導員・管理者訓練の実施体制の強化 

一般の訓練生を対象とした通常訓練に加え、指導員･管理者訓練を実施するナカワ職業訓

練校の負荷軽減のため、組織体制の強化と適切な人員配置及び施設・機材の整備が求めら

れる。 
 
（３）指導員の技術力向上 

プロジェクト終了後は C/P 独自で技術力を向上していく必要がある。特に DVTI 訓練の

講師となるマスタートレーナーは、最新技術を含め高い技術力を有することが求められる

ため、産業界との連携を通じた技術向上の取り組みが期待される。 
 
（４）UVQF の枠組みに準拠した資格の付与 

プロジェクトで実施する指導員・管理者訓練の UVQF に基づく位置づけの明確化が望ま

れる。第 2 回 CVTI 訓練修了者に対する確実な認定証の発行も望まれる。 
 
（５）指導員・管理者訓練に係る予算確保 

協力終了後はウガンダ側で独自に指導員・管理者訓練を実施していく必要がある。特に
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施設・機材の更新及び維持管理に要する費用を含む訓練の運営・実施にかかる予算につい

ては、MoES により継続的に確保されることが望まれる。 
 
３－７ 教訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、実施、

運営管理に参考となる事柄） 
（１）相手国政府の政策・制度構築との関連性 

資格整備に関しては、日本側で関与可能な範囲には限界があり、先方政府の実施能力が

課題となる。資格整備と連動させ実施するプロジェクトにおいては、先方政府の取り組み

動向を注視し、見極めながら、協力計画を検討することが望ましい。 
 
（２）過去の日本の協力成果を活用した協力の有効性 

本プロジェクトで取り組んだ「指導員訓練システムの構築」は、ナカワ職業訓練校のキ

ャパシティ及び信頼関係に基づく C/P の積極的な参画があったため、協力事業全般として

は非常に円滑に実施することができた。過去の日本の協力のアセットを活用した協力が有

効に機能した例であるといえる。協力の積み重ねは、プロジェクトの可能性をより拡大さ

せるとともに、日本として同分野の事業展開を行うにあたり、開発パートナーとしての第

三国リソース育成の点でも有効に機能する。 
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終了時評価調査結果要約表（英文） 
 

I. Outline of the Project 

Country: Uganda Project title: The Project for Instructors Training for 
Vocational and Training 

Issue/Sector: Technical Vocational 
Education and Training 

Cooperation scheme: Technical Cooperation Project 

Division in charge: 
Technical and Higher Education Division, 
Higher Education and Social Security 
Group, Human Development Department 

Total cost: Approximately 260,000,000 JPY  

Partner Country’s Implementing Organization: 
• Nakawa Vocational Training Institute 
• Ministry of Education and Sports 

Period of 
Cooperation 

3.3 Years (June 
2007-August 2010) 

Supporting Organization in Japan: 
• Ministry of Health, Labour and Welfare 
• Employment and Human Resources Development 

Organization of Japan 
1. Background of the Project 
The Education Sector Strategic Plan 2004-2015 for Uganda emphasizes the importance of capacity 
development of teachers and instructors in the post-primary sector. This is because the number of the 
student who enter the post-primary education institutes, including TVET institutions, is estimated to be 
expanded under the UPE strategy introduced in Uganda in 1997. 
However, most instructors in TVET sector in Uganda don’t have enough skills. Under such 
circumstance, the needs to train instructors as well as managers according to the Uganda Vocational 
Qualification Framework (UVQF) so that the quality of institutions in TVET sector is improved are 
identified. 
Nakawa Vocational Training Institute (NVTI) which is in Kampala, a capital city of Uganda, has played 
a mentoring role to other vocational training institute inside and outside Uganda through grant-aid and 
technical cooperation by Japan. Therefore, government of Uganda requested government of Japan to 
conduct technical cooperation project to train instructors and managers utilizing NVTI. 
Through this technical cooperation project, the concept of new qualification and training system for the 
Ugandan vocational training instructors and managers has been establishing. The new qualification 
includes Certificate in Vocational Training Institution: CVTI 1 , Diploma in Vocational Training 
Institution: DVTI2 and Diploma in Training Institution Management: DTIM, which is based on UVQF. 
 
2. Project Overview 
(1) Overall Goal 
BTVET institutions in Uganda have higher-quality instructors and managers in terms of their own skills 
and knowledge.  

                                                        
1 CVTI is a qualification for the instructors. The Project selected Electronics, Metal Fabrication, Motor Vehicle, and Electricity, as the 

subject of the CVTI and DVTI training programs. 
2 DVTI is a qualification for the master instructors who conduct CVTI training. The project selected the same four subject as CVTI.  
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(2) Project Purpose 
The base of training system on instructors and managers is established at Nakawa Vocational Training 
Institute (NVTI). 
(3) Outputs 
1. Concept of the new qualification for instructors and managers is established. 
2. Training cycle for instructors is established. 
3. Training cycle for managers is established. 
(4) Inputs 
 Japanese side: approximately 260,000,000 JPY 

Long term Expert: 3                   Equipment: approximately 43,274,000 JPY 
Short term Expert: 12                  Operational cost: approximately 26,263,000 JPY 
Trainees received: 17  

Ugandan Side: 
    Counterpart: 41                        Equipment and  Local cost 
II. Evaluation Team 

Team Leader Mr. Nobuyuki  Konishi, Director, Technical and Higher 
Education Division, Human Development Department, 
JICA 

Vocational Training Mr. Hiroaki Kiyama, Section Chief (International 
Cooperation), Employment and Human Resources 
Development Organization of Japan 

Cooperation Planning Ms. Izumi Ida, Program Officer, Technical and Higher 
Education Division, Human Development Department, 
JICA 

Members of 
Evaluation 
Team 

Evaluation Analysis Ms. Kinuko Mitani, Consultant, IC Net Limited 
 

Period of 
Evaluation 

January 31, 2010 – 
February 14, 2010 

Type of Evaluation: Terminal 

III. Results of Evaluation 

3-1  Project Performance 
(1)Achievement of the Outputs 
1) Output 1: “Concept of the new qualification for instructors and managers is established.” 
Most of the targets for the Output 1 are achieved.  
The needs survey was conducted under the Project under the market needs in regard to technical and 
vocational training. The Project submitted a proposal that illustrates the purpose, objectives and goals of 
CVTI, DVTI and DTIM training programs to the Ministry of Education and Sports (MoES). The 
proposal is under review and approval by the MoES. The procedure of approval should be followed. 
2) Output 2: “Training cycle for instructors is established.” 
Most of the targets for the Output 2 are achieved. 
The curriculum and teaching materials of CVTI and DVTI training are developed. The training system 
has been establishing through the PDCA training cycle. Regarding the satisfactory survey of these 
trainings, though the survey for DVIT training has not been conducted because 1st DVTI training is now 
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under-implementation, the results of the survey for CVTI training conducted by the Project showed the 
average of 98.5% satisfaction among the participants and their supervisors of the previous CVTI training 
program. The number of instructors who complete CVTI training is estimated at 100 by the end of the 
project.  
3) Output 3: Training cycle for managers is established. 
Part of the targets for the Output 3 are achieved. 
The first DTIM training program is under implementation by the master trainers trained in Japan. The 
curriculum and teaching materials have developed by trial and error, but they are still to be revised 
through the future training evaluation and satisfaction survey. The number of instructors who complete 
DTIM training is estimated at 24.  
 
(2) Achievement of the Project Purpose 
The training system of CVTI, DVTI and DTIM are gradually established by the effort to incorporate the 
lesson learned through the previous programs into the on-going programs. In addition, it is considered 
that training program are well designed for suiting the level of trainees, at least CVTI training whose 
examination pass rate is over 80%. Taking into consideration the result of the satisfaction survey of 
CVTI training and the interview in this terminal evaluation, the quality of the instructor and manager 
training program seems to satisfying the instructor’s needs.  
For these reasons, the project purpose is most likely to be achieved. 
 
3-2  Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance 
The relevance of the Project is judged to be high because of the following reasons: 
• The MoES emphasizes the importance of improving the quality of instructors at post-primary 

education level. Additionally, the MoES expresses its expectation that the vocational training 
institutes, technical institutes and colleges in Uganda are able to provide practical skills and 
knowledge that meet the needs of the labor market of Uganda.  

• The need for instructor and manager trainings continues to be high in Uganda. The labor market of 
Uganda is rapidly expanding, and is in need of semi-skilled and skilled workers especially.  

 
(2) Effectiveness 
The project effectiveness is assessed as high because of the reasons shown below: 
• The concept of CVTI, DVTI and DTIM were developed by the Project. CVTI, DVTI and DTIM 

training programs have been planned and conducted under the Project. The satisfactory survey shows 
the instructors and their supervisor are satisfied with the training programs. The performance survey 
shows the effect of the each training programs. These facts identify training system is mostly 
established, therefore, the project purpose will be achieved.  

 
(3) Efficiency 
The project efficiency is judged as high to a certain degree according to the following findings: 
• The counterpart personnel area demonstrating a high level of commitment and performance in regard 

to the project implementation. Those who have been trained in Japan have been applying the skills 
and knowledge further developed during the counterpart training.  
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• Though the timing of the inputs from the Japanese side was delayed, which resulted in the change in 
the Project in the course of the implementation, another long-term expert (Technical Advisor) was 
deployed to the Project to compensate for the delay.  

 
(4) Impact 
The following impact is expected to be found: 
• Achievement of the overall goal: Jinja VTI is under rehabilitation and expansion. After the 

completion of such rehabilitation and expansion, Jinja VTI will also conduct the CVTI training 
program in collaboration with NVTI.  

• Positive impact: Other developing partners such as African Development Bank, World Bank, have 
begun providing some form of assistance in the BTVET sector or shown interest in supporting the 
sector. The effective donor coordination shall contribute in the increased number of higher-quality 
instructors and managers at BTVET institutions.  

 
(5) Sustainability 
The sustainability of the Project is assessed as high if adequate financial and human resources are 
allocated to NVTI and other VTIs concerned by government of Uganda. 
• NVTI will be able to maintain and utilize the skills and knowledge transferred by the Japanese experts 

with its strong ownership and capacity.  
• NVTI will continue to maintain the equipment appropriately with the solid maintenance system.  
• The implementation system of the instructor and manager training programs in NVIT’s will be 

strengthened if the budget for NVTI is allocated.  
• The commitment of MoES toward the expansion of the Project effect is high. They proposing budget 

for NVTI and Jinja VTI for its rehabilitation.  
 
3-3  Factors promoting better sustainability and impact 
(1) Factors concerning to Planning 
The needs survey was conducted under the Project to understand the market needs of Uganda in regard 
to technical and vocational training. Based on the survey results, the training subject was chosen. 
Choosing appropriate subject contributes to maximum the training effect with the minimum input.  
 
(2) Factors concerning to the Implementation Process 
The Project counterparts and Japanese experts have built a trusting relationship and NVTI has built 
strong capacity of implementing the vocational training based on the ex-Japanese technical cooperation. 
This influenced the smooth operation of the Project and promoting better impact.   
 
3-4  Factors inhibiting better sustainability and impact 
(1) Factors concerning to Planning 
The delay of timing of the inputs from the Japanese side resulted in the change in the Project in the 
course of the implementation. In order to compensate for the delay, Technical Advisor was deployed to 
the Project. 
 
(2) Factors concerning to the Implementation Process  
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The establishment of base of the system of CVTI, DVTI and DTIM training is likely to be achieved 
through the Project activities. On the other hands, the establishment as a qualification of CVTI, DVTI 
and DTIM is not yet approved by MoES. The procedure of the approval by MoES should be watched in 
terms of the sustainability of the Project. 
 
3-5  Conclusion 
Based on the results of the 5 Evaluation Criteria, it was confirmed that the achievement of the 3 outputs 
set for the Project will result in the achievement of the project purpose. The Project is implementing its 
activities as per the revised PO. The project outputs are most likely to be achieved. Therefore, the 
project purpose is highly expected to be achieved by the end of the project period.   
 
3-6 Recommendations 
The recommendations to the Ugandan side from the Terminal Evaluation Team are as follows: 
 
(1) Quality assurance mechanism of CVTI, DVTI and DTIM training programs 
Quality of the textbooks and lesson plans used in the CVTI, DVTI and DTIM training programs should 
be improved by conducting regular monitoring and review. 
 
(2) Strengthening of instructors and managers training programs implementation structures 
Manpower of NVTI and other concerned VTI should be increased to conduct instructors and managers 
training programs in an effective manner. 
 
(3) Improvement of the skills of instructors and managers 
The trained instructors and mangers should be supported to maintain and upgrade their capacity. 
(4) Authorization of CVTI, DVTI and DTIM training programs based on the UVQF 
CVTI, DTIM and DTIM training programs should be leveled based on the UVQF. The CVTI certificate 
should be issued to the participants of the 2nd CVTI training program. 
 
(5) Allocation of budget for the CVTI, DVTI and DTIM training programs 
Adequate budget should be allocated to cover upgrading and maintenance of the facilities and equipment 
of the concerned institutions as well as the training programs. 
 
3-7  Lessons Learned 
(1) Cooperation for policy and institution building 
Policy and institution building is ultimately matter of the partner country. Therefore, there is difficulty in 
cooperating for policy and institution building as our cooperation scope is limited. If we conduct such 
cooperation, we need to judge what we can do for them and make a cooperation plan carefully through 
watching the development of the partner country. 
 
(2) Utilizing the asset of built up cooperation from the past 
The project, aiming at establishing instructors and manager training system, hasn’t been successfully 
conducted without NVTI’s high capacity, commitment, and trusting relationship based on the built up 
cooperation from the past. This project shows the good example that the asset of past cooperation bears 
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fruit. Such way of cooperation contributes to expand the possibility of the project and nurturing the 
cooperative recourse in the third country.  
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第１章 終了時評価調査の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

ウガンダ共和国（以下、ウガンダ）では、1997 年から進められてきた初等教育無償化政策によ

る初等教育修了者の増加により、修了者の進学先の 1 つである商業・技術・職業教育訓練（Business, 
Technical Vocational Education and Training：BTVET）セクターの機能強化及び教員・指導員の能力

強化の必要性が高まっている。ウガンダ BTVET セクターでは、職業全般を包括する職業資格制

度（Uganda Vocational Qualifications Framework：UVQF）の導入により、職業に直結した教育・訓

練の提供や、技能レベルを統一的な資格により整理するための取り組みを進めている。しかし、

それら取り組みに対応する指導員は十分な技術力や資格を有しておらず、新資格制度に準拠した

訓練を実施できる指導員の育成が課題となっている。 
このような状況下、ウガンダ政府は、ナカワ職業訓練校を活用し、新しい資格制度の下で適切

な訓練を行うことができる指導員の養成と、職業訓練施設で働く管理者のマネジメント能力の向

上を図ることを目的とした技術協力プロジェクトを日本国政府に対して要請した。ナカワ職業訓

練校は、長年日本が協力を実施してきたウガンダの中核的訓練校であり、第三国からの研修員の

受入経験を通じて国内のみならず、周辺国へも貢献可能な能力を備えた訓練校である。 
JICA は、2006 年 4 月から 8 月にかけて第一次事前評価調査及び第二次事前評価調査を実施し、

ウガンダ政府関係機関とプロジェクトの具体的な協力内容に関する協議を行った。その結果、ナ

カワ職業訓練校を拠点に、ウガンダ国内の職業訓練指導員向けの資格〔職業訓練指導資格

（Certificate in Vocational Training Instruction：CVTI1）、及び職業訓練指導ディプロマ Diploma in 
Vocational Training Instruction：DVTI2）〕、並びに職業訓練施設管理者向けの資格〔訓練機関管理デ

ィプロマ（Diploma in Training Institution Management：DTIM）〕という UVQF の枠組みに準拠した

新しい資格のコンセプトの構築と、各資格に対応する訓練システム（CVTI 訓練、DVTI 訓練、DTIM
訓練）3の構築を目的とするプロジェクトを開始することとなった。 

プロジェクトは、2007 年 6 月より 3 年 3 カ月の計画で実施されている。今般、プロジェクト終

了を約半年後に控え、プロジェクトの進捗状況と評価 5 項目に基づいた評価及び今後の方向性に

関する協議を行うことを目的に、終了時評価調査団が派遣された。 
本調査団の目的の詳細は以下のとおりである。 
① これまで実施した協力活動について当初計画に照らし、投入実績、活動実績、計画達成度を

確認し、問題点を整理する。 
② 計画達成度を踏まえ、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の

観点から、ウガンダ側関係機関とともに、プロジェクトの評価を行う。 
③ プロジェクトの直面している課題や今後の活動計画（Plan of Operations：PO）についてウガ

ンダ側関係機関や専門家と協議し、中長期的な提言を行う。 
④ 評価・協議結果をウガンダ側・日本側双方の合意事項として協議議事録（Minutes of Meeting：

M/M）に取りまとめる。 
 

                                                        
1 一般指導員向けの資格。プロジェクトでは、電気、電子、金属加工、自動車の４分野の資格コンセプト案を作成した。 
2 CVIT 訓練の講師となるシニア指導員（マスタートレーナー）向けの資格。CVTI と同じ４分野を対象としている。 
3 本報告書においては、CVTI 訓練及び DVTI 訓練を「指導員訓練」、DTIM 訓練を「管理者訓練」とも記す。 



－2－ 

１－２ 調査団の構成と調査日程 

小西 伸幸 団長 JICA 人間開発部 高等教育・社会保障グループ 
高等・技術教育課長 

木山 弘章 
 

職業訓練 独立行政法人雇用・能力開発機構 企画部企画課 
国際協力係長 

井田 いづみ 協力企画 JICA 人間開発部 高等教育・社会保障グループ 
高等・技術教育課 

三谷 絹子 評価分析 アイ・シー・ネット株式会社 コンサルタント 

 
調査日程は付属資料 1 を参照のこと。 

 
１－３ 対象プロジェクトの概要 

１－３－１ 基本計画 
本プロジェクトの基本計画は以下のとおりである。 

 
（１）協力期間：2007 年 6 月～2010 年 8 月（3 年 3 カ月） 

 
（２）協力相手先期間：（責任機関）教育・スポーツ省（Ministry of Education and Sports：MoES） 

（実施機関）ナカワ職業訓練校 
 

（３）上位目標： 
ウガンダ国内の職業訓練校が、知識・技術の両面において、より質の高い指導員・管理

者を擁する。 
 

（４）プロジェクト目標： 
ナカワ職業訓練校における指導員・管理者訓練システムの基盤が構築される。 

 
（５）成果： 

成果 1：新たな資格制度のコンセプトが構築される。 
成果 2：指導員訓練サイクルが確立する。 
成果 3：管理者訓練サイクルが確立する。 
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第２章 終了時評価の方法 
 
２－１ 評価の方法 

終了時評価調査は、通常プロジェクトの終了 6 カ月前頃に実施される。日本側と相手国側が合

同で事前評価を経て計画されたプロジェクトの目標達成度を総合的に検証することを目的とす

る。終了時評価は、収集・整理・分析したプロジェクトの進捗状況や実績に関する情報に基づき、

プロジェクトの妥当性、効率性、有効性を重点的に検証するとともに、インパクトと自立発展性

についての見込みも検討する。終了時評価の評価結果は、調査団と相手国実施機関や関係機関と

協議・確認され、プロジェクトが抱える課題や移転された技術の継続方法を検討する際に活用さ

れる。 
本プロジェクトの終了時評価調査は、「JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）」に基づき計画し

た。本プロジェクトの中間レビュー調査で再確認・修正された目標、成果の指標、活動等を確認

対象データとし、プロジェクトの実績及び実施プロセスを取りまとめ、以下の 5 項目の観点から

評価を行った。 
① 妥当性：プロジェクト実施の正当性、必要性、優先度や手段としての適切性を問う。 
② 有効性：プロジェクト目標の達成予測やプロジェクトの効果を問う。 
③ 効率性：成果の達成度やプロジェクトの効率性を問う。 
④ インパクト：上位目標の達成予測やプロジェクトの長期的・波及的効果を問う。 
⑤ 自立発展性：JICA の協力終了後の持続性の見込みを問う。 

 
２－２ 主な調査項目と情報・データ収集方法 

調査項目は、2008 年 2 月に実施した中間レビューにて改訂・合意されたプロジェクト・デザイ

ン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）のプロジェクト目標、成果に対応する各指標を

主に選定した。 
データ収集に関しては、本プロジェクトの関係文献・報告書等を収集・レビューするとともに、

カウンターパート（Counterpart：C/P）、日本人専門家、指導員訓練の修了者、産業界、他ドナー

へのインタビュー等を通じて必要情報の収集を行い、本プロジェクトの実績を整理・分析を実行

した。調査項目とデータ収集方法の詳細は、付属資料 4．「評価グリット」のとおりである。 
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第３章 プロジェクトの実績に関する調査結果 
 
３－１ 投入の実績 

３－１－１ 日本側の投入 
（１）専門家派遣 

2007 年 6 月のプロジェクト開始から、2010 年 2 月の終了時評価調査時点までの日本人専

門家派遣実績は表３－１のとおりである。CVTI 訓練及び DVTI 訓練の対象分野である、電

気・電子、金属加工、自動車分野をはじめとし、合計 15 名（約 73M/M）の専門家が派遣

された。 
供与機材の本邦調達に時間を要し、現地到着が遅れたことや、管理者訓練マスタートレ

ーナー養成の本邦研修の実施時期が後ろ倒しとなったことにより PO が修正され、プロジ

ェクトの後半に活動が集中する見込みとなったことから、中間レビュー後に長期専門家

（職業訓練アドバイザー）1 名を追加で派遣し、技術支援を手厚くすることで協力の質の

確保に努めた。 
 

表３－１ 日本人専門家派遣実績 

担当業務 派遣専門家数（名） 

業務調整／プロジェクトマネジメント 2 

職業訓練アドバイザー 1 

資格整備／訓練計画（管理者） 1 

本邦研修計画策定（資格整備） 1 

訓練モニタリング（金属加工） 1 

訓練モニタリング（電気・電子） 1 

訓練モニタリング（自動車） 1 

訓練計画（自動車） 1 

本邦研修計画策定（自動車） 1 

訓練計画（金属加工） 1 

機械保全 1 

訓練計画（電気・電子） 1 

本邦研修計画策定（電気・電子） 1 

本邦研修計画策定（金属加工） 1 

合計 15 

 
（２）供与機材 

指導員・管理者訓練の実施に必要な機材が日本側より供与された（現在までで総額約

4,324 万円）。供与された資機材は、プロジェクトによって適切に管理・活用されている。 
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（３）C/P 研修 
C/P 研修のうち国別研修は、DVTI 訓練、DTIM 訓練の講師となるマスタートレーナーを

育成する目的で実施され、合計 12 名が参加した。 
また、C/P 研修の枠組みで、5 名の MoES 関係者が集団研修に参加した。 

 
表３－２ カウンターパート研修実績 

種類 参加科目 参加者数（名） 

自動車 2 

電子 2 

電気 2 

金属加工 2 

国別研修 

管理者 4 

職業能力開発行政セミナー 2 集団研修 
（C/P 研修上乗せ） 職業訓練運営管理セミナー 3 

 合計 17 

 
３－１－２ ウガンダ側の投入 
（１）C/P 配置 

ウガンダ側は、本プロジェクトで実施されている指導員・管理者訓練の担当部局である

MoES の教員・指導員教育研修局（Department of Teacher and Instructor Education and 
Training：TIET）とナカワ職業訓練校に所属する職員の合計 41 名を C/P として配置してい

る。教育省の組織図（ドラフト版）は付属資料 6 を参照のこと。 
 

（２）施設整備 
日本人専門家の執務室、プロジェクトの訓練用の教室や実習室、実習器具等がナカワ職

業訓練校から提供された。 
 

（３）プロジェクト運営費 
１）指導員・管理者訓練の実施に係る経費 

プロジェクト活動に必要な訓練用の教室・実習室、光熱費、水道代等をウガンダ側が

負担した。 
２）資格整備に係る運営費 

プロジェクトの運営には、図３－１のとおり MoES の 3 局が関係している。 
プロジェクトで実施する指導員・管理者訓練の予算は、TIET 経由で確保される。一方、

CVTI、DVTI、DTIM 等の資格整備に関しては、産業訓練局（Directorate of Industrial 
Training：DIT）が担当部署となり、同局経由で予算が確保される。さらに、ナカワ職業

訓練校の通常訓練（訓練生向けの基礎訓練）に係る運営予算については、全国の職業訓

練校を管轄する技術・職業教育訓練局（Department of Technical Vocational Education and 
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Training：TVET）経由で配布される。 
 

 

図３－１ プロジェクト運営関係部局 

 
DIT は、資格整備の担当部局として、UVQF に基づいた各資格のレベルづけと訓練評

価パッケージ（Assessment Training Package：ATP）を開発することになっている（次ペ

ージ「UVQF と ATP」参照）。しかし、人員不足と予算不足のため、レベルづけの決定や

ATP の開発が滞っている。ATP のうちプロジェクト活動に直接的に関係するツールの開

発は日本側がプロジェクト予算を投入して行ったものの、残るツールの開発及びレベル

づけを確定させるため、ウガンダ側の予算確保と人員体制整備を通じた早期実施が望ま

れる。 
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UVQF と ATP 
 

UVQF は、2003 年から導入の検討がなされた職業訓練に関する資格制度であり、産業界ニー

ズと訓練のミスマッチを解消し、就職機会の拡大を目指す制度である。訓練の内容をより職業

に直結したものにするため、各職種に必要な知識・技能をステップごとに詳細に分解、モジュ

ール化して、効率的・効果的に技術を習得できる仕組みをつくるとともに、訓練を通じて個人

が習得した技能を客観的に示すため、技能レベルごとに統一的な資格を整備し、認定者に対し

て資格の付与を行うこととしている。 
UVQF では、これらを行うためのツールとして、訓練評価パッケージ（ATP）を開発するこ

ととなっている。ATP は以下の 3 つの内容にて構成され、それぞれ所定の作業（ワークショッ

プ等）を通じて開発される。 
 

（１）職業プロファイル（Occupational Profile：OP） 
職種に必要な知識・技能をプロファイリングしたもの。 
 

（２）訓練モジュール・カリキュラム（Modular Curriculum） 
プロファイリングされた知識・技能を習得するための訓練モジュール。 
 

（３）評価手法（Assessment Instrument） 
所定の知識・技能を習得しているかを判断するための評価手法。 

 
なお、UVQF の枠組みにのっとって構築される資格は、「レベルづけ」が行われ、レベルと

学歴とが連動する仕組みとなっている。 
UVQF に基づき資格整備を行っている指導員・管理者資格（CVTI、DVTI、DTIM）の ATP

の整備状況は表３－３のとおりである。このうち、CVTI、DVTI、DTIM のカリキュラムは、

実質的にはプロジェクトで開発したものを各訓練で用いている。また、CVTI の評価手法につ

いても、暫定的にプロジェクトにて開発したものが用いられている。しかし、これらツールが

確立するためにはすべて MoES による認定作業が必要となっている。 
なお、指導員資格の OP については、プロジェクトを開始した 2007 年 6 月時点で、ドイツ技

術協力公社（Deutsche Gesellschaft fur Technische Zusammenarbeit：GTZ）の協力により、

「Instructor」（指導員）の「指導技術」の部分が完成していた。しかし、「専門技術」に関する

プロファイルが欠如していたため、JICA プロジェクト支援の下、2007 年 11 月にカリキュラム

開発手法（Development a Curriculum：DACUM）にのっとったワークショップを実施し、対象 4
分野の OP が開発・認定された。 
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表３－３ プロジェクトに関係する科目の ATP 開発の現状 

（１）指導員訓練 

ATP 電気 電子 金属加工 自動車 

指導技術 ◯ ◯ ◯ ◯ 
職業プロファイル 

専門技術 ◯ ◯ ◯ ◯ 

指導技術 △ △ △ △ 訓練モジュール・ 
カリキュラム 専門技術 △ △ △ △ 

指導技術 × × × × 

CVTI 

評価手法 
専門技術 × × × × 

指導技術 △ △ △ △ 
職業プロファイル 

専門技術 × × × × 

指導技術 △ △ △ △ 訓練モジュール・ 
カリキュラム 専門技術 △ △ △ △ 

指導技術 × × × × 

DVTI 

評価手法 
専門技術 × × × × 

 
（２）管理者訓練 

OP △ 

訓練モジュール・カリキュラム △ DTIM 

評価手法 × 
※ ◯は開発・認定済み、△は認定待ち、×は未開発。 

 
３－２ 活動の実績 

供与機材の本邦調達に時間を要し現地到着が遅れたことや、管理者訓練マスタートレーナー養

成の C/P 研修の実施時期が諸調整の結果後ろ倒しになったことから、DVTI 訓練及び DTIM 訓練

の開始時期についても遅らせる必要が生じた。その結果、プロジェクト期間中に 2 回実施される

予定であった DVTI 訓練と DTIM 訓練の実施が、期間中にそれぞれ 1 回のみの実施に変更された。 
その他活動実績の詳細は、付属資料 3 を参照のこと。 

 
３－３ 成果の達成状況 

（１）成果 1「指導員・管理者の資格コンセプトが構築される」 
指標：提案された資格制度が教育省で公式に審査される。 

 
本プロジェクトでは、ウガンダにおける職業訓練指導員と職業訓練施設管理者向けの新資

格として、CVTI、DVTI、DTIM の各資格のコンセプト案を作成した。同コンセプト案は、プ

ロジェクトで実施したウガンダの訓練校に対するニーズ調査結果とウガンダ側との訓練内容
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協議を踏まえて作成され、2009 年 2 月に MoES に提出されている。プロジェクトで作成され

たコンセプトペーパーは、MoES 内幹部管理者会議（大臣、局長レベルが参加）で CVTI の

認定に関する協議が行われた際に公式資料として取り扱われ、内容の検討がなされている。 
一方で、プロジェクトで提案する新資格が制度として確立するためには、提案内容が審査

されるだけでなく、MoES で承認される必要がある。ATP の開発状況と併せ新資格の認定状

況をフォローしていく必要がある。 
 
（２）成果 2「指導員訓練サイクルが確立する」 

１）CVTI 訓練実施状況 
日本人専門家の協力の下、訓練カリキュラム及び教材4が開発された。訓練終了後には

訓練評価が行われ、訓練内容の改善が図られている。これまでに CVTI 訓練は 2 回実施

され、計画・実施・評価を通じて訓練サイクルが定着しつつある。 
CVTI 訓練は本調査時までに以下のスケジュールにて実施された。 
◆第 1 回 2008.7～2009.3 －終了 

参加者：35 名（電子 12 名、自動車 13 名、金属加工 10 名） 
修了者：29 名（電子 9 名、自動車 12 名、金属加工 8 名）－CVTI 資格認定済 

◆第 2 回 2009.1～2009.9 －終了 
参加者：39 名（電子 9 名、電気 10 名、自動車 10 名、金属加工 10 名） 
修了者：39 名（電子 9 名、電気 10 名、自動車 10 名、金属加工 10 名）－DIT の認

定待ち 
◆第 3 回 2010.1～2010.9 －実施中 

参加者：40 名（電子 10 名、電気 10 名、自動車 10 名、金属加工 10 名） 
 

２）DVTI 訓練実施状況 
DVIT 訓練のカリキュラム・教材についても開発済みである。現在は第 1 回訓練が実

施されている。同訓練は、中間レビュー以降の PO の修正の結果、プロジェクト期間中

に実施されるのは 1 回だけとなった。第 2 回め以降が円滑に実施されるためにも、先行

する CVTI 訓練の経験を生かしながら、第 1 回 DVTI 訓練の実施結果を丁寧に評価し、

必要な改善を行う必要がある。 
DVTI 訓練の実施スケジュールは以下のとおりである。 
◆第 1 回 2009.7～2010.3 －実施中 

参加者：29 名（電子 6 名、電気 6 名、自動車 9 名、金属加工 8 名） 
◆第 2 回は 2010.7～2011.3 の予定。 
 

３）指標の達成度 
指標：① BTVET 機関の関係者 80％以上が訓練制度に満足する。 

② CVTI 訓練を実施するのに十分な数のマスタートレーナーが養成される。 
③ プロジェクト期間中に 85 名が CVTI 訓練を修了する。 

                                                        
4 訓練に必要な 4 点セットとして、①Lesson Plan/指導案、②Information Sheet/座学用テキスト、③Work Sheet/実習用テキスト、
④Assignment Sheet/課題が、各分野にて開発されている。 
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① 指標 1：BTVET 機関の関係者 80％以上が訓練制度に満足する。 
CVTI 訓練に関しては、2009 年 11 月に、第 2 回 CVTI 訓練修了者及び修了者の所属

する施設への満足度調査を実施した。その結果、平均で 98.5％（西部地域と北部地域

は 100％、東部地域は 98％、中央部地域は 96％）が「満足している」と回答した。ま

た、CVTI 訓練参加者のパフォーマンス調査においては、すべての回答者から「知識・

技術の両面で指導員としての技能向上が認められる」との評価を得ており、さらに「授

業の運営、準備（教材作成）が訓練参加前より顕著に改善がみられる」、「実習場に整

理・整頓・安全等、5S に関する掲示物も貼られるようになった」など具体的な訓練効

果を挙げる声も寄せられている。加えて、今次終了時調査において CVTI 訓練のマス

タートレーナーへのヒアングや訓練に関する既存資料の内容確認を通じて、訓練の準

備・実施状況について調査したところ、いずれの科においても良好な準備・実施状況

が確認された。これらから、CVTI 訓練は内容の伴った訓練が円滑に実施されている

と判断される。 
DVTI 訓練に関しては、現在第 1 回を実施中であるため、今次調査において満足度

の客観的指標は入手することはできなかった。同訓練の満足度調査は、第 1 回目の訓

練終了後の 2010 年 5～6 月に実施される予定である。 
 

② 指標 2：CVTI 訓練を実施するのに十分な数のマスタートレーナーが養成される。 
DVTI 訓練を通じて、CVTI 訓練の講師となるマスタートレーナーはプロジェクト期

間中に 29 名養成される見込みである。DVTI 訓練の実施回数がプロジェクト期間中に

1 回にとどまるため、マスタートレーナーの養成人数は当初見込みより減ったものの、

今後継続的に DVTI 訓練が実施されていくことで、マスタートレーナーの数も増え、

十分な人数が養成されていくと見込まれる。 
 

③ 指標 3：プロジェクト期間中に 85 名が CVTI 訓練を修了する。 
2010 年 9 月に終了する第 3 回 CVTI 訓練の修了者を含めれば、100 名ほどが CVTI

訓練を修了する見込みである。 
なお、CVTI 訓練修了者に対しては、MoES より CVTI 資格の認定が行われることに

なっている。第 1 回 CVTI 訓練の修了生 29 名に対しては、プロジェクトで開発された

ATP のツールを用いて資格が付与されたものの、第 2 回 CVTI 訓練修了生 39 名に対し

ては、まだ MoES による認定が行われていない。今次調査において、第 2 回訓練の修

了者に対する資格付与が早急に実施されるよう、MoES に申し入れを行った。 
 
（３）成果 3「管理者訓練サイクルが確立する」 

１）DTIM 訓練実施状況 
DTIM 訓練についても、専門家の協力の下、カリキュラム及び教材が開発されている

が、管理者訓練自体が前例の少ない分野であり、参考となる資料や教材が少ないなかで

の作成作業であったため、内容については第 1 回目訓練実施後の見直しを通じて、大幅

な改善が見込まれている。また、DTIM 訓練も PO の修正に伴いプロジェクト期間中の

実施回数が 1 回だけとなったことから、プロジェクト期間中に可能な限りのフォローを
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行う必要がある。 
DTIM 訓練の実施スケジュールは以下のとおりである。 
◆第 1 回 2009.8～2010.7－実施中 

参加者：24 名（応募者数 69 名） 
◆第 2 回は 2010.8～2011.7 を予定。 
DTIM 訓練に対しては、定員数を大幅に上回る応募があり（定員 24 名のところ応募者

69 名）、ウガンダ国内における同訓練への期待の高さがうかがえる。 
 

２）指標の達成度 
指標：① BTVET 機関の関係者 80％以上が訓練制度に満足する。 

② 管理者訓練を実施するのに十分なマスタートレーナーが養成される。 
③ プロジェクト期間中に 20 名が管理者訓練を修了する。 

 
① 指標 1：「BTVET 機関の関係者 80％以上が訓練制度に満足する。」 

DTMI は現在第 1 回目を実施中であり、満足度調査はまだ実施されていない。ナカ

ワ職業訓練校での訓練終了（2010 年 5 月）後の応用訓練／パフォーマンス評価期間

（2010 年 6～7 月）中に実施される予定である。 
 

② 指標 2：「管理者訓練を実施するのに十分なマスタートレーナーが養成される。」 
4 名のナカワ職業訓練校の指導員・管理職を選抜し、2 回の本邦研修を通じてマスタ

ートレーナーの養成を行った。現在、同 4 名が DTIM 訓練を担当している。 
管理者訓練をナカワ職業訓練校以外の訓練校で実施する計画は現在のところない。

外部講師や補助講師の助けを得ながら管理者訓練を実施していくことを想定すると、4
名は十分な数といえる。 

 
③ 指標 3：「プロジェクト期間中に 20 名が管理者訓練を修了する。」 

PO が修正され訓練が後ろ倒しとなったため、第 1 回管理者訓練の修了生が輩出す

るのは、厳密にいうとプロジェクト期間終了後となる。現在の参加者が訓練を修了す

れば、指標の 20 名を超える人数が管理者訓練を修了することとなる。 
 
３－４ プロジェクト目標、上位目標の達成状況 

３－４－１ プロジェクト目標の達成状況 
プロジェクト目標：「ナカワ職業訓練校における指導員・管理者訓練システムの基盤が構築され

る」 
指標：① 職業訓練校関係者の 80％以上が構築された指導員・管理者訓練システムに満足する。 

② 訓練受講者の 80％以上が各コースにおける最終試験に合格する。 
③ ナカワ職業訓練校における訓練システムが MoES に承認される。 

 
① 指標 1：「職業訓練校関係者の 80％以上が構築された指導員・管理者訓練システムに満足す

る。」 
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既述のとおり、これまでで満足度調査が実施されたのは CVTI 訓練のみであるが、同訓練の

満足度調査では、回答者の 98.5％より「満足している」という高い評価を得ている。 
DVTI 訓練や DTIM 訓練の満足度調査は、今後プロジェクト終了までに実施される予定であ

る。その結果を踏まえ、必要に応じて訓練内容や使用教材の更なる見直し・改善が図られるこ

とが望ましい。 
 

② 指標 2：「訓練受講者の 80％以上が各コースにおける最終試験に合格する。」 
CVTI 訓練の合格率は、第 1 回が 82％、第 2 回は 100％となっており、CVTI 訓練に関しては

受講者のレベルに合った適切な訓練が実施できていると判断される。 
DVTI、DTIM 訓練の合格率は今後明らかとなる。合格率は訓練内容や訓練実施方法等の改善

の検討材料となるため、今後の結果を注視していく必要がある。 
 

指標 ③：「ナカワ職業訓練校における訓練システムが教育省に承認される。」 
指導員・管理者訓練は MoES のコミットメントの下に実施されており、計画・実施・評価の

サイクルを重ね、訓練システムとしての構築も進んでいる。 
他方、UVQF に準拠した訓練・資格としての承認はまだなされておらず、今後の進捗を待つ

必要がある。 
 

３－４－２ 上位目標の達成状況 
上位目標：「ウガンダ国内の職業訓練校が、知識・技術の両面において、より質の高い指導員、

管理者を擁する」 
指標：① 2015 年までに DVTI 保有者もしくは DVTI の構想に基づく知識・技術レベルを満た

す指導員が 58 人に達する。 
② 2015 年までに DTIM 保有者もしくは DTIM の構想に基づく知識・技術レベルを満た

す管理者が 72 人に達する。 
③ 2015 年までに CVTI 保有者もしくは CVTI の構想に基づく知識・技術レベルを満たす

指導員が 346 人に達する。 
 

ナカワ職業訓練校を活用した指導員・管理者向け訓練は現在のところ順調に実施されている。

必要な改善が行われながら、今後も継続的に訓練が実施されていけば、知識・技術を有する指

導員・管理者の数は拡大していくものと期待される。 
他方、指標の達成見込みに関しては、今次調査において、上記 3 つの指標のうち、指標③の

数値は過大であることが確認されたため、ウガンダ側と協議のうえ、③の人数を下方修正する

こととした。 
指標③の数値は、2011 年よりナカワ職業訓練校以外の訓練校において CVTI 訓練が開始され

ることを想定した値が設定されている（上位目標の指標の算出根拠は表３－４参照）。しかし、

今次調査において、CVTI 訓練実施候補とされていたジンジャ職業訓練校及びルゴゴ職業訓練

校を視察したところ、両校とも訓練環境が整っておらず、2011 年の CVTI 訓練開始は難しいと

判断された。ジンジャ職業訓練校に関しては、現在、アフリカ開発銀行（African Development 
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Bank：AfDB）の協力により施設の増築・改修が行われているが5、いずれにせよ 2011 年の完成

は難しい見込みであった。 
この現状を踏まえ、指標③の数値設定について MoES と協議を行った。その結果、MoES か

らは、他校において 2011 年から CVTI 訓練を開始することは難しいものの、2012 年からは開

始できるよう必要予算を申請していく方針であること、また指標の数値はウガンダ側の努力目

標となるため、何らかの数値は是非残しておきたいという強い意向が示された。この意向を受

け、指標③に関しては、CVTI 訓練が 2012 年には開始されるという想定で、2011 年想定分の

40 名を減じた数値（346 名→306 名）を新しい指標として設定することで合意した。 
プロジェクト終了後も、同指標の達成を目標にウガンダ側が継続的に指導員・管理者の質向

上のための訓練を継続させていくことを強く期待する。 
 

表３－４ 上位目標指標の算出根拠（変更前） 

訓練修了年月 
CVTI 
（ナカワ）

CVTI 
（他校） 

DVTI 
 

DTIM 
 

プロジェクト終了まで 73  12 15 

2010 年 40    

2011 年 40 40* 12 15 

2012 年 40 40 12 15 

2013 年 40 40 12 15 

2014 年 40 40 12 15 

2015 年（8 月まで）   12 15 

合計 273 160 72 90 

上位目標の指標指数 
（合計の 80％） 218 128 58 72 

 
 

*変更後の指標は、2011 年の他校での修了見込み 40 名を削除し、306 名とした。 

 
３－５ 実施プロセス 

３－５－１ プロジェクト運営 
本プロジェクトは、ウガンダ側と日本側で良好な関係を築きながら円滑に運営されている。

日本側の投入の遅れが生じた際には、訓練スケジュールの変更と日本人長期専門家 1 人の追加

派遣で対応し、双方の運営体制の柔軟性と問題対処能力の高さがうかがえた。 
 

３－５－２ プロジェクト実施過程で発生している課題・問題 
本プロジェクトを通じて指導員・管理者訓練サイクルの基礎は構築される見込みである。一

                                                        
5 AfDB はこの無償支援（プロジェクト III）を通じて、ジンジャ職業訓練校と他 2 訓練校の施設修復や増築と APT の開発（22
職種）を実施中である。プロジェクト III は 2010 年 12 月に終了する。 

346 
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方で、指導員・管理者資格の確立（MoES による認定）が進んでいない。自立発展性の観点か

らも、プロジェクトで実施する訓練と資格認定が乖離しないよう動向を注視していく必要があ

る。 
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第４章 評価結果 
 

「JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）」に基づき、必要なデータと情報を収集、分析して、

以下の 5 項目の観点から評価を行った。収集した調査データと情報の詳細は付属資料 4．「評価グ

リット」を参照のこと。 
 
４－１ 評価 5 項目による調査結果 

４－１－１ 妥当性 
本プロジェクトの妥当性は、以下の点から高いと判断する。 

  
（１）ウガンダ教育セクター戦略計画（Education Sector Strategic Plan：ESSP 2004～2015）にお

いて、経済成長を担う人材を育成するための職業訓練の重要性が協調されており、同分野

支援はウガンダの開発戦略と整合している。 
 
（２）ウガンダ政府が 1997 年に導入した初等教育無償化政策の結果、初等教育後の受け皿の 1

つとなる BTVET 分野の体制強化及び提供する教育・訓練の質の強化の必要性が高まって

いる。 
 
（３）成長著しいウガンダの産業界においてスキルを有する技術者が必要とされており、職業

訓練校が質の高い訓練を提供できることが求められている。 
 

４－１－２ 有効性 
本プロジェクトの有効性は、以下の点から高いと判断する。 

 
（１）プロジェクト目標は「ナカワ職業訓練校における指導員・管理者訓練システムの基盤が

構築される」であるが、成果 1 から成果 3 に係る活動を通じてプロジェクト目標の達成見

込みは高い。 
 

（２）CVTI 訓練受講者のパフォーマンス評価において、訓練修了生とその上司が「指導員と

しての技術と知識が向上している」と回答しており、訓練効果が確認されている。 
 

４－１－３ 効率性 
プロジェクトへの投入は、日本側・ウガンダ側ともに以下の点からおおむね効果的に行われ

ていると判断する。 
 

（１）ウガンダ側の C/P は、プロジェクトに対する主体性が強く適切な人材が配置されている。 
 
（２）本邦研修の実施により、C/P のプロジェクトに対するコミットメントが強化され、また

日本で習得した知識や経験が、指導員・管理者訓練の計画・実施に生かされている。 
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（３）プロジェクトの後半で長期専門家（職業訓練アドバイザー）を投入したことにより技術

面での支援が強化され、供与機材等の投入の遅れによるプロジェクト活動の大幅な遅延を

回避することができた。 
 
（４）ただし、供与機材や本邦研修投入の遅れはプロジェクト期間中の DVTI 訓練、DTIM 訓

練の実施回数減につながり、効率性を阻害した。 
 

４－１－４ インパクト 
本プロジェクトは、以下の点から上位目標を達成する見込みがあるとともに、正のインパク

トの発現が期待できる。 
 

（１）CVTI 訓練の実施拠点校として候補に挙がっているジンジャ職業訓練校において、AfDB
の支援により校舎の修復・増築工事が開始されているほか、MoES による予算申請も行わ

れていることから、2011 年以降は同校においても CVTI 訓練を開始できる見込みが高い。

ジンジャ職業訓練校での CVTI 訓練が順調に開始されれば、本プロジェクトの上位目標達

成見込みは高まる。 
 
（２）現在、AfDB、GTZ、世界銀行等がウガンダの BTVET 分野への支援を実施または実施の

検討をしている。ドナー協調が効果的に行われることで、プロジェクト成果が活用され、

正のインパクトが発現されることが予測される。 
 

４－１－５ 自立発展性 
本プロジェクトの自立発展性は、以下の点から高いと判断する。 

 
（１）ナカワ職業訓練校は、日本の長年の支援を通じて高い技術力を備えていることに加え、

試行錯誤を重ねて訓練の改良努力を行うなど主体性も非常に強い。プロジェクト終了後も、

移転された技術や知識を維持・活用していく実力を備えている。 
 
（２）同校においては、保有する訓練機材を丁寧に活用し、適切に維持・管理している。倉庫

管理者及び各科長の責任体制が構築されており、プロジェクトで供与した機材の維持・管

理が今後も継続的に行われていくと見込まれる。 
 
（３）ナカワ職業訓練校は、指導員・管理者訓練を継続的に実施する体制強化のため、指導員・

管理者訓練を担当する新部署の設立及び人員の増員を計画しており、MoES もこの申請を

承認している。予算・人員措置の承認が下りれば、実施体制がより強化される見込みであ

る。 
 
（４）プロジェクトに対する中央政府レベルでのコミットメントは高く、上述のナカワ職業訓

練校に対する予算措置以外に、ジンジャ職業訓練校に対する予算措置も計画するなどプロ

ジェクト成果を普及させるための意識が高い。 
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なお、今後指導員・管理者訓練がウガンダ国内で定着していくためには、CVTI、DVTI、DITM
資格の UVQF に基づいた資格認定が重要なステップとなる。資格制度としての承認が得られれ

ば、自立発展性はより高まると見込まれる。加えて、ナカワ職業訓練校の実施体制強化やジン

ジャ職業訓練校での CVTI 訓練実施のための予算措置も自立発展性に大きく影響するため、確

実に確保されていくことが望まれる。 
 
４－２ 結論 

こうした評価結果より、調査団としては以下のように判断した。 
 

（１）日本側の一部投入の遅れにより、プロジェクト活動は後ろ倒しになったものの、C/P と

プロジェクト専門家の尽力により、中間レビュー以降も改訂された PO に基づき順調に活

動が実施されている。指導員・管理者訓練の UVQF 上での位置づけはまだ確立されていな

いものの、プロジェクト期間中の活動を通じて、訓練サイクルの基盤はナカワ校において

着実に構築されつつあり、プロジェクト目標は達成される見込みである。 
 
（２）専門家による技術移転を通じて、ナカワ職業訓練校は指導員・管理者訓練を実施する能

力を着実に備えてきている。また、MoES 側も、プロジェクト成果の普及に対する意識が

高く、同訓練が継続的に実施されるための予算措置を申請している。ナカワ職業訓練校及

び MoES によって今後も指導員・管理者訓練が継続的に実施される可能性は高く、自立発

展性は高いと判断される。 
 
（３）残された課題として、一定の質が担保された指導員訓練をウガンダ国内で普及させてい

くために、指導員・管理者訓練が UVQF 内での資格制度として承認されることが必要とさ

れる。また、ナカワ職業訓練校とほかの訓練校との技術力や施設・機材のギャップを埋め

ていく必要がある。これらが改善されていくことで、プロジェクトの自立発展性はより高

まると思料する。 
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第５章 提言と教訓 
 
５－１ 提言 

５－１－１ 指導員・管理者訓練の質の向上のための取り組みの継続 
指導員･管理者訓練の準備・実施状況は良好であり、着々と訓練の形ができあがりつつあるが、

訓練の質の維持と向上には、プロジェクトで取り組んだ計画・実施・評価の訓練サイクルを今

後も継続的に実施していくことが不可欠である。特に DVTI 訓練と DTIM 訓練はプロジェクト

期間中の実施が 1 回にとどまるため、先行する CVTI 訓練での経験を生かしながら訓練の質の

向上に向けた継続的な取り組みが望まれる。 
 

５－１－２ 指導員・管理者訓練の実施体制の強化 
ナカワ職業訓練校では、従来から実施している一般の訓練生を対象とした基礎訓練に加えて、

プロジェクト開始後は指導員・管理者訓練の実施機関としての新たな役割も担うことになった。

しかし、新たな役割に対応するための人員配置は微増にとどまっており、ナカワ職業訓練校へ

の負荷が大きくなっている。ナカワ職業訓練校では、指導員・管理者訓練のための新しい部署

を立ち上げるべく組織の改編及び人員の追加を計画しているが、これが確実に実施されること

が望ましい。また今後、ナカワ職業訓練校以外の訓練校でも指導員訓練を実施していくための

組織体制の強化と適切な人員配置及び施設・機材の整備が求められる。 
 

５－１－３ 指導員の技術力向上 
プロジェクト期間中は、日本人専門家や本邦研修を通じた技術移転の場があったが、プロジ

ェクト終了後は日本からの投入が終了するため、C/P 独自で技術力をアップデートしていく取

り組みが必要である。特に DVTI 訓練を実施するマスタートレーナーは、最新技術を含めた高

い技術力を有することが求められるため、産業界との連携を通じた技術向上の取り組みが行わ

れることを期待する。 
 

５－１－４ UVQF の枠組みに準拠した資格の付与 
指導員・管理者訓練サイクルの構築は進むものの、UVQF 上での資格に対する位置づけがま

だ不明確である。DIT による ATP の開発そして UVQF 上での資格の認定が早急に取り組まれる

ことが望まれる。また、第 2 回 CVTI 訓練修了者に対する認定証の発行も確実に行われること

が望まれる。 
 

５－１－５ 指導員・管理者訓練に係る予算確保 
協力終了後は日本の投入は終了し、ウガンダ側で独自に指導員・管理者訓練を実施していく

必要がある。特に、施設・機材の更新及び維持管理に要する費用を含む訓練の運営・実施に係

る予算については、MoES により継続的に確保されることが望まれる。 
 
５－２ 教訓 

５－２－１ 相手国政府の政策・制度構築との関連性 
本プロジェクトでは、ウガンダにおいて UVQF の構築が進む状況にかんがみ、指導員・管理
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者訓練のシステム構築とともに資格コンセプトの構築に関する協力を実施した。プロジェクト

成果の持続性のためには、当該国の正規の資格制度上に位置づけられることが重要である。 
しかしながら、資格制度上に位置づけられるための整理や認定に関しては、プロジェクトで

一定程度支援はできても、多くは当該国政府の所掌範囲となり、当該国政府における取り組み

のプライオリティーや実施能力が進捗に大きな影響を与える。本プロジェクトにおいても、

CVTI、DVTI、DTIM の訓練コンセプト案を作成し、現場では実際の訓練が行われているものの、

担当部局の変更や、ツールの開発に時間を要し認定が進まないなど、資格としての確立にまだ

不安な要素が残存する。 
予算や人員不足など当該国のやむを得ない事情はあるが、本プロジェクトのような現場支援

を中心とする協力を行う場合は、そうした政府活動の遅延がプロジェクト活動の成果の発現に

影響を及ぼす可能性があることを念頭に、そうした影響が極力プロジェクト活動に負の影響を

及ぼさないよう、協力計画を立てる工夫が必要である。 
 

５－２－２ 過去の日本の協力成果を活用した協力の有効性 
わが国は、ナカワ職業訓練校の設立当初より、長年にわたり同校に対して協力を実施してき

た。無償資金協力を通じて施設・機材の拡充を行うとともに、これまでの技術協力プロジェク

トにて、指導員の指導力強化や訓練コースの改善、資機材の維持管理体制の強化を支援し、ハ

ード・ソフトの両面で同校の職業訓練校としてのキャパシティ強化に協力してきた。こうした

長年の取り組みの成果もあり、同校はウガンダ国内屈指の職業訓練校に成長し、国内のほかの

訓練校並びに第三国の職業訓練機関へも貢献可能なキャパシティを備えるに至っている。また

それと同時に、一連の協力により、ウガンダ側・日本側の双方の関係者の間で強い信頼関係が

構築されたことも、協力の積み重ねを通じた特筆すべき成果といえる。 
本プロジェクトで取り組んだ「指導員訓練システムの構築」は、同校のキャパシティ及び信

頼関係に基づく C/P の積極的な参画により、一部投入に遅れはあったものの、協力事業全般と

しては非常に円滑に実施することができた。過去の日本の協力のアセットを活用した協力が有

効に機能した例といえる。協力の積み重ねは、プロジェクトの可能性をより拡大とするととも

に、日本として同分野の事業展開を行うにあたり、開発パートナーとしての第三国リソース育

成の点でも有効に機能する。今後も同校と築いた信頼関係を大切にし、また定着した技術を見

守りながら協力関係を継続していくことが望ましい。 
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５．カウンターパート（C/P）への質問票

48

QUESTIONNAIRE
for

the Project for Instructors Training for 
Vocational Education and Training in Uganda

Terminal Evaluation 

For Counterpart 
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49

Please kindly review the information and respond to the questionnaire below. 

If you have any inquiry regarding the questionnaire, please contact Ms. Kinuko Mitani, JICA 

Terminal Review Mission Member, at kmitani@icnet.co.jp (e-mail address).

I. Objective of Terminal Evaluation 

Every JICA project is evaluated at different stages during the project cycle as shown in Figure 1 

below. Evaluation is a tool for judging as objectively as possible the relevance and effectiveness of 

JICA project activities at four stages, namely ex-ante, mid-term, terminal and ex-post.  

In general, 6 months before the end of the project period, terminal evaluation is conducted to 

evaluate efficiency, effectiveness and sustainability of the concerned project. The results of the 

evaluation are shared between the JICA Terminal Evaluation Team and the Ugandan side as well as 

the JICA Project Team before the evaluation ends. Based on the results and the discussion between 

the Ugandan side and the JICA Terminal Evaluation Team, JICA Terminal Evaluation Team assesses 

whether it is: 

appropriate to complete the project as per the planned schedule; or 

necessary to extend its project and/or follow-up cooperation. 

In addition, JICA utilizes the results of the evaluation to: 

give recommendations to the Ugandan side in continuing the efforts made by the evaluated 

project: and  

apply lesson learned from the evaluated project to other JICA Project(s) of similar project 

purpose, activities, and conditions.  

Figure 1: Structure of Terminal Evaluation

Achievement
Level of achievement of 
Input(s), Output(s), Project 
Purpose, Overall Goal 
Comparison of 
achievement with planned 
target

Confirmation of facts 

Implementation Process
Progress of 
implementation of 
activities 
Contributing and 
constraining factors in the 
implementation 

Relevancy
An overall assessment of whether the project purpose and overall 
goal are in line with recipient and donor policy and with recipient 
needs

Effectiveness
Measurement of whether the project purpose has been achieved

Efficiency
A measure of the production of outputs (results) of the Project in 
relation to the total resource inputs

Impact
The positive and negative changes, produced directly and indirectly 
as the result of the Project

Sustainability
An overall assessment of the extent to which the positive changes 
achieved by the Project can be expected to last after the completion 

Evaluation 

Conclusion Recommendation Lessons learned 
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II. Survey Method for Terminal Evaluation 

A series of questionnaires and interviews are prepared for different groups of stakeholders. These are 

not only intended to evaluate the achievement of the Project but also to identify contributing and 

hampering factors of such situations. The report will be attached to the Meeting of Minutes, which 

will be signed by both Ugandan and Japanese sides.  

III. Questionnaire 

Name:  

Position under the Project:  

1 About the project’s achievement              

1-1 Achievement of the Overall Goal 

Do you think the overall goal of the Project will be achieved after 3 to 5 years after the end of the 

project period? If not, please explain why it will not be achieved. 

Yes 

No 

1-2 Achievement of the Project Purpose 

(1) Do you think the project purpose will be achieved by the end of the project period? If not, please 

explain why it will not be achieved. 

Yes 

No 

(2) Do you think the inputs provided by the Ugandan side are appropriate in achieving the project 

purpose? If no, please briefly explain why they are not appropriate. 

Could you kindly review the questionnaire below? Please send the typed response to 
the questionnaire to Ms. Kinuko Mitani, JICA Terminal Review Mission Member 
by January 26, 2010. 

Reason

Reason
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Yes 

No 

(3) Do you think the inputs provided by the Japanese side are appropriate in achieving the project 

purpose? If not, please briefly explain why they are not appropriate. 

Yes 

No 

1-3 Achievement of the Project Outputs 

1-3-1 Output 1 “Concept of the new qualification for instructors and mangers is established.” 

Has the proposal which illustrates the concept of the new qualification developed under the Project 

been officially appraised? If not, please state why it has not been appraised. 

Yes 

No  

1-3-2 Output 2 “Training cycle for instructors is established.” 

(1) Do you think the training cycle for instructors has been established? If not, please state why it is 

not established. 

Yes 

No                                                        

(2) Are you satisfied with the established training cycle for instructors?  

Yes 

No 

Reason

Reason

Reason

Reason
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Other

1-3-3 Output3 “Training cycle for managers is established.” 

(1) Has the training cycle for managers been established? If not, please explain why it has not been 

established. 

Yes 

No 

Other

(2) Are you satisfied with the established training cycle for managers?  

Yes 

No 

Other

2 Process       

2-1 Monitoring 

Do you think the progress of the project has been monitored properly? If there is an issue, please 

describe below. 

Yes 

No 

2-2 Communication 

Do you think the Ugandan side has had communication with the JICA Project Team? If there is an 

issue, please describe below. 

Yes 

No 

Issue

Issue

Reason
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3 Evaluation 

3-1 Relevance 

(1) Do you think the project is relevant to the needs of Technical and Vocational Training Sector in 

Uganda?  

Yes, very much  

Yes 

No 

Not at all 

(2) Do you think the project is relevant to the needs of the MoES?  

Yes, very much  

Yes 

No 

Not at all 

3-2 Effectiveness 

Please describe the factors to promote the achievement of the project purpose. Please also describe 

the factors to hamper the achievement of the project purpose. 

3-3 Efficiency 

(1) Do you think the dispatch of the experts from the Japanese side is adequate in terms of number 

and timing? If there is an issue, please describe below. 

Yes, very much 

Yes 

No 

Not at all 

Promoting factors

Hampering factors

Issue
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(2) Do you think machinery and equipment provided by the Japanese side are adequate in terms of 

quantity and quality? If there is an issue, please describe below. 

Yes, very much 

Yes 

No 

Not at all 

(3) Do you think the planned project activities are the appropriate means to secure the set outputs? If 

there is an issue, please describe below. 

Yes, very much 

Yes 

No 

Not at all 

3-4 Impact 

(1) Is there any positive (negative) impact of the project, which you did not expect at the beginning? 

If there is, please describe below. 

Yes, very much 

Yes 

No 

Not at all 

3-5 Sustainability 

(1)Do you think the Ugandan side will be able to institutionalize the established training cycles 

within the MoES? If there is an issue, please describe below.  

Yes, very much 

Yes 

Issue

Issue

Positive or negative impact
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No 

Not at all 

Other

(2) Do you think the Ugandan side will be able to secure adequate funds to continue the efforts made 

by the Project after the end of the Project? If there is an issue, please describe below. 

Yes, very much 

Yes 

No 

Not at all 

(3) Do you think the persons from the Ugandan side who have been engaged in the Project have got 

enough motivation to carry on the efforts made by the Project? If there is an issue, please describe 

below.  

Yes, very much 

Yes 

No 

Not at all 

(4) Do you think the Ugandan side will be able to fully utilize and managed the established training 

cycle for both instructors and managers under the Project after the end of the project by itself? If 

there is an issue, please describe below.  

Yes, very much 

Yes 

No 

Not at all 

Other

Issue

Issue

Issue
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At last, please kindly provide the following information. 

1. Organizational chart of your institute 

2. Information on annual budget of your institute (FY2007 and after) 

3. List of the inputs such as equipment provided the Ugandan side 

4. Any comments/suggestions related to the Project which cannot be highlighted in the 

questionnaire above 

Thank you for your understanding of the purpose of the terminal evaluation and responding to 

the questionnaire.

END

Issue
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Questionnaire 

Addressed to the Ministry of Education and Sports 

A. Overall

1. Please kindly define brief roles and responsibilities of TIET, TVET, and DIT under MoES. 

2. Please kindly provide information related to your Ministry’s budget 

planned/allocated/sanctioned for the BTVET Sector in FY2006 and after. 

3. Does the MoES promote close partnership with the private sector in the BTVET Sector? If 

no, please briefly explain why not. 

4. What has changed after the restructure of the MoES which may affect the JICA Project? 

5. How does the MoES plan to continue the efforts made by the JICA Project by itself? 

6. Has the JICA Project made any positive/negative impact to the MoES? Please briefly 

explain. 

B. Policy 

1. How does the Government of Uganda view the future of the BTVET sector in Uganda? 

Please briefly explain.  

2. Has any changed made in the Education Sector Strategic Plan: ESSP 2004-2015, which may 

affect the JICA Project? 

3. How is the MoES implementing the Plan? 

4. Who are the donor agencies that the MoES closely work with?  Please briefly describe, if 

related to the BTVET Sector. 

5. Does the MoES have any collaboration planned in the pipeline with donor agencies?  

Please briefly describe such plan(s), if any.  

6. Has the ATP been approved and implemented under the MoES? If no, please briefly explain 

why not. 

7. Does the MoES give importance in improving the capacity trainers in the BTVET Sector in 

the coming years? Please briefly explain why/why not. 

8. Has the JICA Project contributed in setting up the ATP? Please briefly explain why/why not. 

C. Budget 

1. How is annual budget for the BTVET Sector planned/approved/sanctioned in the MoES?  

Please briefly explain. 

2. How does the total budget of the MoES allocated to each department/section/unit?   

3. What is the expenditure rate of annual budget in the BTVET Sector? 

4. Do most departments receive the proposed amount from the Government of Uganda each 

year?  If no, please briefly explain why not. 

5. Does the MoES expect any increase in its budget in the coming years? 

6. Please share budgetary concerns which the MoES faces in funding the ongoing 
projects/activities related to the BTVET Sector.
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６．教育・スポーツ省（MoES）組織図
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